
自然体験活動

も ち つ き （野外炊飯）

国立花山青少年自然の家

１ 活動の概要等

もちつきは、日本に古くから伝わる伝統行事で、主に正月やおめでたい時につきます。

昔はどの家でも臼と杵でもちをついて、あんこもちや雑煮にしたりお供えにしたりして

お祝いしました。今は機械でもちをつくことが多くなりましたが、臼と杵でつくもちは

格別な味がします。みんなで力を合わせてもちをつきましょう。

２ 時期・時間

年間を通して活動できます。

３時間程度 ※全て各団体で進めてください。

１ 材料・薪の準備：食材・教材受取所（利用者玄関下にあります。）

２ 説明と用具の取り出し（工作館） ３０分

３ 炊飯活動と食事 １００～１２０分

４ 後片づけ 用具の点検 返納 ３０分

３ 活動場所

工作館（晴天時は屋外が適当です。）

４ 準 備

青少年自然の家で貸し出しできる物 利用者で準備する物

無線 野外炊飯メニュー－もち 活動に適した服装 タオル 軍手

例：もちつき用具セット（５セット→ ふきん（売店でも販売） マッチ

１セット２０人分の内容）中性洗剤（売店でも販売） 新聞紙

臼（１）杵（大小）さら（２０）まな板（１） クレンザー（売店でも販売）

包丁（１）しゃもじ（１）しゃくし（１） タワシ スポンジ

ボール（大小）水切りざる（１）はし（２０）

せいろ（１）菜箸（１）すのこ（１）

鍋（１）釜（１）ポリバケツ（１）

ひしゃく（１）おわん（２０）

その他活動に必要な道具

５ 実施例

■もち米は前日からといであります。

→食材教材受取所（利用者玄関下）の電話で２７番を呼び出します。

→食材受け渡し時間（昼：９時 夕：１３時３０分）

①食器保管庫から釜とせいろを取り出し、もち米をせいろに入れて蒸します。

→食器保管庫殺菌灯のスイッチをオフにします。

→用具かごを取り出し食器の数を確認します。

②蒸したもち米を臼に入れます。（臼や杵はあらかじめ水洗いしておきます。）

③杵でもち米をこねます。

→杵は、腰の近くによせ、力を入れて操作し、臼を回りながら、もち米全体にねばりがで



てくるまでまんべんなくこねます。

④杵でもちをつきます。

→杵や臼にもちがつかないようにするために、時々杵を準備した水に入れて濡らします。

もう一人の人は、手に水をつけ「あいどり」をします。

→もちをつく人とあいどりをする人との呼吸が合うようにします。あいどりをする人は、もち

をつく人のそばにいて、頭は臼から遠ざけるようにします。

→もち米は熱いので、やけどをしないように手を水で十分に冷やして行うようにします。

→もちの硬さや柔らかさは水加減で決まります。

→米粒がなくなり、ねばりがでてきたらつくのを止めます。

⑤あんこや納豆、雑煮を並行して準備します。

⑥臼からもちを取り出し、ボールに入れます。

⑦食べられる大きさに手でちぎります。（あんこもち、納豆もち、雑煮もちにします。）

⑧食事をします。

⑨後片づけをします。

→・火の始末をします。（できるだけ燃やし尽くした残木を灰捨て場に処理してく

ださい。）

・水場の残菜や残飯はポリバケツに入れます。

・食器・釜・鍋・せいろ・臼・杵等の洗浄と確認をします。（かごも洗ってください。）

・食器用具を食器保管庫に返納し、殺菌灯のスイッチをオンにします。

・釜・鍋は必ず伏せて保管庫へ収納します。

⑩その他、借りた物を元の場所へ返却します。

６ 留意点

・食材の注文は、２分の１セット（１０人分）まで注文が可能です。

・残ったまきや灰、野菜は所定の場所へきちんと片づけてください。

・事前・事後の用具確認と火気の後始末の確認を必ず行ってください。


